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臨床研究『肝細胞癌に対する経カテーテル的肝動脈化学塞栓術における Cone Beam CT ならび

Angio-CT システムを使用したカテーテリゼーション時ナビゲーションシステムの開発と評価』 
 

研究意義 

進行肝細胞癌に対する肝動脈化学塞栓術（TACE）は、非常に効果的かつ安全な治療法として確立され

ています。中でも選択的 TACE は、肝機能への影響を極力少なくすると同時に、より高い局所効果がえ

られる治療法として確立しています。しかし有効な選択的 TACE のためには十分かつ必要な範囲の治療

（塞栓）が重要であり、つまり腫瘍ならびに腫瘍周囲の一部正常部分（治療マージン）の栄養血管の塞

栓が不可欠となります。しかし通常の血管造影において、二次元画像ないしそれら複数の画像を術者や

助手といった医療者自身の観察や経験に基づき、栄養血管を推定し、同血管を選択しては、それぞれの

血管から血管造影や CT で確認することが行われてきました。しかし近年血管造影機器の進歩に伴い、

Cone Beam CT（CBCT）の開発やソフトウエアの開発がなされ、フィリップス社や GE 社より CBCT

の収集データを解析したナビゲーションシステムの開発が行われ、実用化しつつあります。 

今回当院に 2017 年 3 月に導入されたキヤノンメディカルシステムズ社 Angio-CT および ConeBeamCT

（CBCT）のボリューム画像から、栄養血管の候補を半自動的に抽出するナビゲーションシステムであ

る『Embolization Plan』が開発され、当院での検証が可能となりました。従来のナビゲーションシステ

ムは CBCT のデータからの解析でありましたが、我々は CBCT のデータの利用に加え、本邦で開発さ

れた Angio-CT からのデータ収集解析によるナビゲーションシステムを構築できる可能性がでてきたた

め、これらが臨床的に利用可能なものであるかを検証することとしました。 
 

対象 

当院で平成 29 年 3 月 7 日～平成 30 年 5 月 20 日の間に肝動脈化学塞栓術（TACE）や肝腫瘍に対する

血管造影が施行された患者様が対象となります。 
 

個人情報の取り扱い 

収集した情報は、名前などの患者様を特定できる個人情報は除いて匿名化いたしますので個人を特定で

きるような情報が外に漏れる可能性はありません。また研究結果は学術学会や学術雑誌などで発表され

る要諦ですが、発表内容に個人を特定できる情報は一切含まれません。 
 

患者様のご負担 

本研究は過去施行された治療を後ろ向きに検討するのみであり、患者様に新たな検査や費用の負担はあ

りません。また研究の対象となる患者様に対しての謝礼もありません。 
 

 

上記の研究対象に該当する、該当するかもしれないと患者様で、ご自身の検査結果や治療結果の本研究

への使用をご承諾いただけない場合には、市立奈良病院 放射線科までご連絡ください。 
 

お問い合わせ先 市立奈良病院 放射線科・IVR 研究センター 

研究代表者 穴井洋 

連絡先 放射線科受付まで 電話 0742-24-1251（病院代表） 


